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『経験 の歌 』論(2):現 実 とヴ ィジ ョン





相対性 とブレイクの想像力による志向性 を論 じている。そ していわゆるブレイクの
「予言書」と比較しながら,『経験の歌』の意図と形式について考察 し,そこか ら 「経
験」世界における現実認識の逆説性を結論づけている。




『経験の歌』における 「経験」の諸相が,愛あるいは性の抑圧,時 間と空間の限界,教 会に
おける神の不在の三点であることは前回の第一部で述べた。これらは現実生活におけるブレイ
クの実際的な経験から導 きだされた諸相であ り,ブ レイクが人間の魂 を束縛 していると感 じた
リアルな要因であった。しかしそれぞれの詩の語 り手の視点かち 「経験」の諸相に集約される







えば 「預言書」 と呼ばれてい る諸叙事 詩は,そ の当時狂気 とまで言 われた壮 絶な想像力 を駆使
した作品であ り,そ の想像力 を表現 し続けるブ レイクの姿勢 には鬼気迫 るもの を感 じるほ どで
あ るが,ブ レイクが16年か けて仕 上げ た 『ジェルーサ レム』(Jerusalem:TheEmanationofThe
GiantAlbion,1804-20)では,「想像力 はリアルで永遠 なる世界であ り,こ の植物 的な宇 宙はそ
の一つのかすか な影 にす ぎない。そ して,そ の世界 の中で私 たちは永遠あるいは想像 の体 で生
ゆ
きることであろう」 と力説 している。また,余 白にさまざまなブレイクの文章が びっ しりと書
き込 まれ た版 画作 品の 『ラ オコー ン』(TheLaocoon,circal820)に,「我 々が見 るすべ ての も
の は生成 され た器官か らたち どころに去 って しまうが,想 像力 においては永続す るヴ ィジ ョン
ゆ
なのであ る」 と書かれている ことが,想 像力 に対す るブレイクの信頼 と自負 を如実 に物語 って
い る。
肉体や物質 さえもが想像力 に よって映像化 され るヴィジ ョンであ るとい うブ レイクの存在概
念 に根拠 を与 えるため に,ブ レイ クが人間の魂 を想像力 とい う力学的モデル として捉 えている
こ とに注 目す るこ とは重要 であろ う。 『天 国 と地獄 の結婚』(TheMarriageofHeavenandHell,








この概念 を理解 すれば,現 実世界が 『無垢 と経験 の歌』 の副題 の通 り,「人間の魂 の二つ の相
反す る状 態」である ことが納得 で きる。 この ようなブレイ クの存在 の概念及 びそれ に伴 う世界
観 にしたが えば,現 実世界 は文字 どお り虚像であ ると言え るだろ う。 しか し 『経験の歌』の詩
的世界が ブレイクにとって単 なる虚像 である とす るのは,読 者の直観 に反す る。 なぜ な ら悲 し
みの感情が非常 にリアルなのである。その リアルさはもっぱ ら叙情詩の形式 に依存 している。
それ な らば,「経験」世界の リア リテ ィと虚像 とい う矛盾す る概念 は,同 じ叙情 詩の中で どの
ような形で共存 しているのであろ うか。
この問い に答えるためには,ブ レイクが どのように世界 を認識 し,秩 序立 て,表 現 している
か を詳細 に検討する ことが最 良の方法 だ と思 われる。 ブレイクはそのためにさまざまなモチ ー
フ,設 定,象 徴,イ メージ,そ して彩色画 という手法 を用いてい る。 しか しもっ とも注 目しな
ければな らないのが詩の視点 の問題 である。
『経験 の歌』 の諸詩 には 『無垢 の歌』 と同様 に,そ れぞれ語 り手が存在 し,そ の視点 は語 り
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手の リアリテ ィとブレイクの想像力 とい う複雑 な問題 を生起 させてい る。つ ま りそれぞれの詩
の語 り手 が違 うだけで な く,「序詩」(`lntroduction')に登場す る 「歌 人」(`theBard')とい う
ブ レイク自身の支配的 な視点 の導 入に よって,「歌 人」=「 ブ レイ ク」 の想像 的 な視点が各詩
において考 えられ,結 果 として一 つの詩 の中で視点が重層的 に存在す るとい う特徴 をもってい







ブ レイクが教会や僧侶 に対する批判 のテーマ を直接扱 った詩で は,現 実的な設定 を背景 に,
語 り手の 口を通 して語 らせ るリア リズムの手法が用 い られることがあ る。た とえば,不 良少年







この詩 においてブ レイクは,設 定 と単語間の意味の繋が りを明確 に し,語 り手の子供 の口を通
して 「経験」世界 の リア リティを読者 に伝 えてい る。 この詩が暗 くな りが ちな 『経験 の歌』 の
詩の中で も痛快 で風通 しの良いもの になってい るの は,象 徴 的表現 にほ とんど頼 らず,皮 肉な
内容 を少年に直接語 らせ ている写実的 な表現のおかげであろ う。 この詩で はブレイクの想像 的
な視点 を見出す ことはほ とん どで きない。 この詩 は子供 の視点 を忠実 に保持す ることで,リ ア













これ ら第二,三 連 は煙突 掃 除の子供 の視点 か ら語 られてい るが,「 ピー ス」(`heath'),「冬 の
雪」(`thewinterssnow')とい う単純 な意味の語句 と,「死 の服」(`theclothesofdeath'),「悲
しみ の調べ 」(`thenotesofwoe')とい う複雑 な意味の語句 が,脚 韻 におけ る対照 を見せ てい
る。 この語使用の極端な差 異は読者 の注 意 を喚起す る。そ して次連 にお いて,語 り手 の子供 に
両親の無理解の原因が教 会や王にある と語 らせ ているのは,ブ レイクの深い洞察 による もので
あ る。つ ま り,「経験」世界 の リア リテ ィを表現す るために子供 の視点か ら語 る手法が採 られ
てはいるが,そ の背後 にブ レイクの想像 的な視 点が存在 しているのである。その ような意図的
な操作 を,ブ レイクの 「想像力 による方向づけ」 と呼ぶ こ とに したい。 なぜ なら 『経験 の歌』
のそれぞれの詩 におけ る語 り手の視点は,主 観 的だが確実 な感情 と思考 を表現 し,そ れは 「経
験」世界 にお ける相対的な リアリテ ィを捉 えているが,語 り手 の視 点に重 ねられ てい るブ レイ
クの想像的 な視点 には,リ アリテ ィの相対性 に対 して,想 像 力に よる絶対 的な真理への志 向性
が窺 えるか らである。
次 に 「聖 木曜 日」("HolyThursday")を取 り上 げ よ う。 これ はロ ン ドンの貧 民学校 の生徒
たちが,年 に一度 の英 国国教会 の昇天祭[日](AscensionDay)にセ ン ト・ポール大聖堂 まで
行進 して,彼 らの後見人 たちの前で聖職者の説教 を聞 き,そ して歌 を歌 うとい う実際 に行 なわ
ゆ
















これ ら第一,二 連 では,疑 問文 に よって子供たちの様子 を描写 しなが ら,語 り手 の憤 りの感情
を読者 に伝 えている。 この詩 の語 り手が発す る疑問 の連続 は,本 来神 聖な子供 たちに対す る教
会や大人 たちの欺 瞞を辛辣 に暴露 してい る。 この疑問文形式が醸 しだす圧倒 的な臨場感 によっ
て,読 者 は惨 めな子供 たちの姿 をあ りあ りと想像す るこ とがで きるだろ う。 これ らの詩文 に込
め られた語 り手の感 隋に注意 する必要があ る。その イ ンパ ク トこそが,現 実 を忠実 に再構成す
る機能 を果 た しているか らである。
第二連最終行の 「それ は貧窮の国だ!」(`ltisalandofpoverty!')の詩句以 降,語 り手 の意
識 はその対象 を拡大 させ ている。第三連 を見 る と,語 り手 の関心が生徒 たちか らイ ギ リス国民
全 体 に移 る過程が よ くわかる。太陽 も 「けっ して」(`never')照らず,田 畑 は荒涼 と して何 も
生 えない。「そ こは永 遠の冬 だ」(`ltiseternalwinterthere.')、は,イ ギ リス 国民 の悲惨 な精神
的状況 に も言及 してい ると考 えられる。 これ らは語 り手が捉 えた主観的な リア リーテ ィである。
生徒 たちの悲惨 な姿か ら引 き起 こされた感情 のイ ンパ ク トに よって,イ ギ リスの悲惨 な状況
を即座 に捉 えることがで きるこの ような語 り手 の深 化 された意識 に注 目したい。な ぜ な らこの
語 り手に とって現実的 に リアルな もの は感情 のみで あ り,象 徴齣表現 によって描 写 されている
第三連 の情景 は,言 わば 「虚 のヴ ィジ ョン」だか らである。 ここ で私が 「虚のヴ ィジ ョン」 と
呼んでいる ものは,語 り手 の視点か ら見た相対的世界 を意味 している。 この世界は τ経験」の
入間 にとってのみ リア リテ ィとなるが,ブ ↓・イクにお いては虚像 である。 とすれ ば,少 な くと







この最終連 の内容 こそ語 り手の最終的 なヴィジ ョンであ り,そ して理想的 なヴィガ ヨンであ る
と読める。 これは,ブ レイクの想像力 による 「実 の ヴィジ ョン」 の存在 を物語 つてい ると言 え
るだ ろう。それはブ レイクにおいて 「なる現実」で はな く,純 粋 な想像力 によつて のみ到達で
厂 き
る 「あ る現実」 である。この認識 にお ける相克が視点 の重層牲 と有機 的に絡 歇合 っている。
た とえば,「聖木曜 日」 の視点が どこにあるの か を考 えると,r験 」の状態 にあゐ 語 り手 なの
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か,ブ レイ クなのか曖昧 になる。 この ような視点の曖昧性 は 『無垢の歌』 で も同 じように見 ら
くエハ
れ る。 しか し,少 な くともこの詩 の経験が リア リテ ィ として成立す るため には,ブ レイ クの
「虚 のヴ ィジョン」 の認識 と想像力 に よる方向づけの両方が必要 であろ う。 この詩で は 「虚 の
ヴ ィジョン」 と 「実の ヴィジ ョン」 の違 いを明確 にす ることによって,ヴ ィジ ョンの階層性が
明 らか にされてい る。それゆえ この詩 では,語 り手の視点の枠組み を超えるブ レイクの想像力
が見事 に検証で きる。
さて,次 は高度 に象徴化 されたモチー フが採用 されてい る詩 について考察 してみよ う。 まず










この詩 は 「薔 薇」(`Rose')と「目に見 えぬ虫」(`theinvisibleworm')とい うかな り高度 に象
徴化 されたイメージが採用 されている。薔薇 と虫の解釈 をめ ぐって多 くの研 究者の間で意見 が
分 かれているこ とが,そ の象徴性 の高 さを示 している と言 え よう。 ガー ドナーは,詩 で表現 さ
れている病 んだ薔薇が,精 神 的な病 に絶望 した気持 ち を伝 えるための知覚表象である と言い,
虫 は精神 と肉体の両方 を蝕 む 「病原菌」(`germ')のような感染 す るもの を象徴 してい る と述
ゆ
べている。また,愛 の抑圧をテーマとしたこの詩に,『経験の歌』の他の詩 と同じく,教会の
モラルの問題 として見ることもできる。なぜなら,ケ インズが指摘するとお り,地上的な愛の
困難のイメージとしてこの詩を解釈 し,薔薇を肉体的な愛,虫 を病原体の象徴 として捉 え,











に対 する心 の動 きや魂 のよ り深 い営みで もって感 じ取 られた もの でなければ ならない」 として
いる。それゆえ,こ の詩 にある ような象徴 性の高 さは,特 定の比較対象か ら回避 される ように
なる。 もしそうな ら,こ の詩 もあらゆるコンテ クス トに適応で き,そ こに普遍性 を見 出す こと
は容易 である。 た とえば第一連三行 目の 「夜 に」(`inthenight')とい う時間 を表現 した語句 も
特 定の時間 に限定 されない。つ ま り,「夜」 は時 間的性格 を失 っているのであ る。 また 「病 め




して,こ の詩にさまざまな意味を読み取 ることの可能性 を指摘 した後,こ の詩が 「これらの
テーマすべてに共通する基本的なものであ り,ブレイクがた くさんの具体例か らとても見事に
抽出しているので,そ れらすべてに共通する精髄的な性格をもつものである。そしてブレイク
はとても鋭 く,集中 したヴィジ ョンによってこれを見たので,こ の詩はそれ独 自の生命 をも
お
ち,そ れを補 うもの は何 も必要 と しない」 と評 してい る。
これらの見解 に共通 なの は,薔 薇の象徴性 の高 さが読者 に意識 の深化 を迫 る とい うことであ
ろ う。本当の リア リティ とは何 か と問 うことに よって,人 間は相 対的 な リア リティ と相 克す
る。 その過程 は人間の魂 を束縛す る時間 と空 間 を超越 する ことで もある。時間 と空間 を超越 さ






この詩の挿絵 を先 に見 てか らこの詩行 を読 むと,ど う して も虎 の象徴の本質が ぼや けて しま
う。 なぜ な ら 「お前 の恐 ろ しい均衡」(`thyfearfulsymmetry')は,言わば観念 的 な空間 だか
らである。 ミッチェルが言 うよ うに,「ブ レイクに とって,詩 と絵 の組み合わせが望 ま しいの
は,そ れが よ り広 い範囲の模倣 を生み出せ るか らではな くて,そ れが経験 における明 らかな二























「虎 」(`Tyger')とい う ア ル フ ァ ベ ッ ト5文 字 で 表 現 さ れ て い る 正 体 の 知 れ な い も の と 「彼 」
(`he')と呼 ば れ て い る 神 の よ う な こ れ ま た 正 体 の 知 れ な い も の が,そ れ ぞ れ 「手 」(`hand'),
厂眼 」(`eyes'),「翼 」(`wings',),厂肩 」(`shoulder'),「筋 」(`sinews'),「心 臓 」(`heart'),「足 」
(`feet'),「脳 髄 」(`brain')とい っ た 体 の 部 分 の 明 確 な イ メ ー ジ に よ っ て 次 々 と 空 間 を 占 め て い
く が,全 体 の イ メ ー ジ は ぼ や け た ま ま で,さ ら な る 恐 怖 を 醸 し 出 す 効 果 を 与 え て い る 。 こ の
「虎 」 が 象 徴 し て い る 複 雑 な イ メ ー ジ は 空 間 か ら 逸 脱 し て お り,ブ レ イ ク の 想 像 力 に よ る 視 点
が こ こ に挿 入 さ れ て い る こ と を証 明 し て い る 。 こ の よ う に,象 徴 的 イ メ ー ジ に よ っ て 明 確 な 輪
郭 を 失 っ た 「虚 の ヴ ィ ジ ョ ン 」 の 世 界 で は,経 験 主 体 で あ る 精 神 的 な 自 我 の み が 唯 一 リ ア ル な
も の で あ る 。
さ て 以 上 見 て き た よ う に,『 経 験 の 歌 』 に は 写 実 的 に 現 実 世 界 の リ ア リ テ ィ を 表 現 し た も の
か ら,高 度 な 象 徴 に よ っ て 現 実 的 な 対 象 の 明 確 な 輪 郭 が 失 わ れ て い る も の ま で あ る こ と が わ
か っ た 。 語 り手 の 視 点 に よ る 現 実 世 界 の リ ア リ テ ィ の 相 対 性 は,視 点 の 重 層 性 に よ る ブ レ イ ク
の 想 像 力 の 方 向 づ け に よ っ て,結 果 的 に 統 合 さ れ,支 配 さ れ て い る の で あ る 。 ブ レ イ ク は 『す
べ て の 宗 教 は 一 つ で あ る 』(AllReligionare・,circal788)の「原 理 第 三 」(`Principle3d')
に お い て,リ ア リ テ ィ の 相 対 性 を'Nomancanthink,write,orspeakfromhisheart,buthe
mustintendtruth.ThusallsectsofPhilosophyarefromthePoeticGeniusadaptedtothe
ゆ
weaknessofeveryindividual.'と論 じてい る。 この原理 にしたが うな らば,人 間の経験 は相対
的であ り,絶 対的な真理は経 験か らではな く,魂 の強 さか ら導 きださねばならない と言 える。
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ま た 『最 後 の 審 判 の 幻 想 』(、4VisionofTheLastJudgment,ユ810)の冒 頭 で,ブ レ イ ク の 想 像








ブレイクが この ような 「経験」世界 におけ るリアリティの相対性 と想像力の絶対性 を提示す る
根本的 な理 由は,「実の ヴィジ ョン」が必然 的に実在 す る ことを示 そう としているか らだ と考
えられ る。その ようなブ レイ クの姿勢 を理解す る場 合,『無垢 と経験 の歌』全体 と しての ブ レ
イクの意 図が,人 間の魂 の救済 にあった こ とを常 に念頭 に置か なければな らない。次節 で は
『経験 の歌』の叙情詩の形式 と意図 に注 目し,「経験 」世界 の意味と価値 につ いて議論 してみ た
い0






『経験 の歌』の諸詩の 中心的なテーマは,人 々の魂 を束縛す るもの に対す る分析 と攻撃 であ
り,具 体的 には三つの側面か ら戦略的 に教会 の偏狭 なモ ラルの欺瞞 を糾弾す ることであ った。
その動機 の根底 には,魂 の救済 とい うブ レイクの意 図がある と考 え られ る。言い換 えれば,魂
の抑圧 に よって失 われ た神聖 な人 間性の回復 が 『経験 の歌』の真の テーマ なのであ る。それ は
ブレイクの預言書が扱 っているテーマで もある。
魂の救 済 とい う共通 のテーマ を もつ 『経験 の歌』 と預言書の関係 を考察す る上で,バ ウラの
　
見解は示唆的である。バ ウラはブレイクが 「詩と預言 とを実際的に区別 した」 と述べ,二 つの
点に注目している。その一つ目は手段 としての形式の違いである。バウラはブレイクが 「預言
書では雄弁家として語 り,雄弁家の自由を必要とするが,『無垢と経験の歌』では歌っている
のであって,規則的な歌の韻律 を必要としている」 とその根拠を述べている。そして 『無垢 と
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経験の歌』において,よ り伝統的で叙情的な技巧が採用 されている理由を,「何か彼(ブ レイ
ク)の内面に深い要求があって,そ れがこの種の表現を求めたからである。……その両者(叙
情詩 と預言書)の 間にはいくつかの否定で きない関係があるが,『無垢 と経験の歌』 はそれら
独自の精神でもって独自の道を歩んでいる」と指摘し,さ らにブレイクは 『無垢 と経験の歌』
において,「純粋に個人的な視点から,自分 自身を語っている」 と述べている。
二つ目は目的としての意図の違いである。ブレイクは預言書の中では 「惰眠から目覚めるこ
とを人々に熱心に訴えかけ,活 動するよう,そ して想像力 を行使することによって得 られる
もっ と充実 した人生 を送 る よ う呼 びか け た」 とす る一方,『無 垢 の歌』 の 「序 詩」
("Introduction")でその意図が示されているように,「歌」は 「歌わねばならぬか ら歌 う詩人
の言葉であって,人 々を新 しい生活へ と呼びかけることを第一の願いとする預言者の言葉では
ない」 と述べている。これらの見解は 『無垢の歌』に注目し過ぎているところも見受けられる
が,あ る程度の妥当性 をもっていると思われるので,次 にバウラが指摘 した二点についてそれ
ぞれ再検討をしてみよう。
バウラとは順序が逆になるが,ま ず 『無垢 と経験の歌』と預言書の意図について考えてみた
い。ブレイクは自分の想像力に確信を抱いていたので,人 間の魂の神性を信 じていた。『経験
の歌』以前の作品である 『すべての宗教は一つである』において,ブ レイクはすでに 「詩的創
造力」(`thePoeticGenius')とい う神的な存在 を見出 している。それによれば,ブ レイクが
「詩的創造力」を人間の魂の根源であ り,想像力その ものであると考 えていることがわかる。
また,前期預言書の 『天国と地獄の結婚』で述べ られている相反が進歩を生むという対立概念
　
に したが うならば,「人間の魂 の二つ の相反す る状 態 を示す」 に込 め られたブレイクの真意 は,
魂の救済の必要性 と必然性 の提 示だ と推測 で きる。 ブ レイクにお ける魂の救済は超越 的認識の
獲得 を意 味 し,「知覚 の扉」(`thedoorsofperception')を自 ら清 める ことであ る。その ような
自己変革 を経て,は じめて魂の救済は実現 する。想像力 による 「実の ヴィジ ョン」 を見 る こと
も,魂 の救済 を今 ここで実現 させ ることも,自 分 自身の意識次第でで きるのである。それ を裏















『無垢の歌』 の 「序詩」 同様 ,こ の詩 は 『経験 の歌』 の諸詩 にお けるブレイクの意図 を代表 し
ている。 フ ァーバ ーは 「この詩の大変 な力強 さと魅 力 は,『虎』や その他 の多 くの詩の もの と
同 じように,ま さし くこの警句 的 な簡潔 さ と謎 めい た象徴 性や ア リュージ ョンの コンビネー
シ ョンにあ る。何 か非常 に重要な ことがベ ールを透 か して半 ば目に見 えるように起 こりそ うだ
　
し,また我々はそのベールを上げようとして自分の能力を奮い立たせるのである」 と批評 して






前後関係で言えば,『経験の歌』の方が後 に製作 され,『無垢の歌』のような単独で存在 してい




る梅津氏の研究 も,この見解 を支持するものである。 もう一つは 『経験の歌』を合本すること
によって,『天国と地獄の結婚』で書かれている対立概念が実践 されていると考えられること。
つまり 『経験の歌』 と対立 させることによって,は じめて 『無垢の歌』の位置づけが明確にな
　
ると考えられるのである。それゆえ,全 体 として 『無垢 と経験の歌』にも預言書 と同じよう
に,人 間の魂 を救済へ導 こうとするブレイクの意図を読み取ることは間違いではないと言え
る。
以上のことを考慮に入れる と,「これ らは歌わねばな らぬから歌 う詩人の言葉であって,
人々を新 しい生活へ と呼びかけることを第一の願いとする預言者の言葉ではない」というバウ
ラの指摘 の意味が重要性 を帯びて くる。『無垢と経験の歌』が魂の救済 というブレイクの真意
を包含 しているならば,なぜそれらが 「人々を新 しい生活へと呼びかけることを第一の願いと
する預言者の言葉ではない」のか。前節で述べたように,『無垢 と経験の歌』における現実世





理由である。つまり 『無垢と経験の歌』が,人 々を現在 という顕在的現実からの脱却へ と呼び









家の考えと密接に関連している」 と指摘 した上で,その作家のヴィジョンが 「瞬間的なもので









基本的に 『無垢 と経験の歌』は,主観的な喜びや悲 しみを表現するために叙情詩の形式が採
られている。その意味で,「純粋に個人的な視点から,自分自身を語る」 という叙 情詩形式の
合 目的性 を無視することはできない。 しかし 「自分自身を語る」主体がブレイクのみとするな
ら,『無垢 と経験の歌』の叙情詩形式の価値が減少 してしまうのではないだろうか。つま り,
ブレイクの表現欲の源泉が彼 自身にあるのみで,そ の理由か ら叙情詩を求めたというのであれ
ば,前 述 した 『無垢と経験の歌』 に込められた魂の救済 という意図を見落としていることにな
るだろう。『経験の歌』における視点のシステムは,ブ レイクが 「純粋に個人的な視点か ら,
自分自身を語っている」 というだけの単純な構造ではない。
『経験の歌』における直接的なテーマは人間の悲 しみや苦痛である。預言書を含めて,「ブ
レイクが描 く登場人物たちは絶えず苦 しんでいる」と指摘 して,コ リン ・ウィルソンは,苦痛
を重視するブレイクの求めるものが 「苦痛を通 じての意識の深化」であると述べている。そし
て 「苦痛へ 目を転ずることは,現実への接近 を意味するのだ」 と分析 している。 これはヴィ
ジ ョンを啓示するブレイクの手法 を的確に言い表わしたものであろう。前節で考察 した よう
に,ブ レイクは 「経験」世界の苦痛 と悲哀を語 り手の視点から描 くことで,あ くまでも主観的
なリアリティ,す なわち 「虚のヴィジ ョン」に接近 しなが ら,それを超越する絶対的な 「実の




ジョン」 と呼 んでい る ものであ る。 この 階層 的現実 の複 雑 な構造 を総 合 的に表現す るため に
は,『経験 の歌』 の形式 が理 にか なってい る。預言書 の叙事 詩形式 では∫ ブ レイクの創造 した
神話 が物語 の ように客観的 に述べ られているため,詩 の視点 が常 に固定 され ているが,叙 情詩,
形式 では視点 を曖昧 にす るこ とがで きる。つ ま り叙情詩形式 では,ブ レイクの現実 に対す るリ
アル な感 情 を詩 の語 り手 の視 点か ら表現す るこ とで客観 化 させる とともに,「歌 人」 とい うブ
レイクの想像 的な視点 を支配的 に組み込んで,そ の両者の視 点の間で曖昧 さを生 みだす ことが
で きるのであ る。 この曖昧性 は,ブ レイ クの想 像力 が読 者の意識 を超 越的 な 「実 の ヴィジ ョ
ン」へ と方 向づ け,人 間の魂 の救済 とい うブ レイクの意図 を実現 させ るために必要 であったと
考 えられ る。
『経験の歌』 の諸詩 の草稿 が書かれ ている 「ノー トブック」には,『経験 の歌』 に採 用 され
なかったその他 の詩 が多数あ る。 それ らの詩 を調べ る と,そ の多 くが客観 的 な語 り手 をもた
ず,そ こに視点の重層 による曖昧性 は見 られ ない。 つ まり注 目すべ き点は,詩 の語 り手が具体
的な地位 を与 えられ,な おかつブ レイクの想像 的な視点 との問で曖昧性 をもっている詩 は,そ
のほ とん どが採用 され ている ことであ る。 た とえば,「幼子 の悲 しみ」(`lnfantSorrow'),「大
地 の答 え」(`Earth'sAnswer'),厂小 さ な ご ろ つ き」(`TheLittleVagabond'),厂煙 突 掃 除」
(`TheChimneySweeper')がそ うであ る。 これ らの詩 は 「ノー トブ ック」 の段 階で タイ トルが
つけ られ,完 成度が高い。その ような詩 の選択基準 はあ くまで も比較で しかないが,ブ レイク
の視点 システムの機能性 を性格づけている と考 えられ るのではないだ ろうか。語 り手に具体 的
な地位 を与 える という,言 わばブレイ クの 「ロール ・プレイ ング」 によって,視 点の曖昧性が
生 まれ,「二重 のヴ ィジ ョン」 の存在 を啓示 してい ると言 える。つ ま り視 点の 明確 な性格づ け
によって,視 点 の曖昧性が生 まれてい るのであ る。 この逆説 は,ブ レイクの視点 システムの構
造 にお ける 「虚 のヴ ィジ ョン」 としての リアリテ ィへ の接 近が,「実 のヴ ィジ ョン」 としての
リアリテ ィへの接 近を意味す る という現実認識の逆説 の原因 となっている。
以上の ように,ブ レイクは 「純粋 に個人的 な視点 か ら,自 分 自身 を語 る」 とい う目的か ら出
発 しなが らも,全 体 として 『無垢 と経験 の歌』 は,預 言書 と しての意 図を根底 に含 んでい る。
しか し当然の ことなが ら,ブ レイクの想像力 に よる方向づ けが なされるほ ど,そ れだけその現
実 のリアリティは読者の理解 か ら離 れてい く傾 向がある。 この ようなブ レイ クの想像力 に よる
方 向づ けは,彼 の存在概念 に基づ いている。『ミル トン』(Milton,aPoemin2Books,1804-08)
で ブ レイクが 明 らか に して い る存在 概 念 に よれ ば,人 間の魂 には 「存在」(`Existence')と







『経験 の歌』 においては,「状態」 をそれぞれの詩の語 り手の視点 か ら表現 し,そ の相対 的 な
リア リテ ィを想像 力 によって方 向づ ける ことで,ブ レイクの信 念である存在概念が 間接的 に示
されてい るのであ る。ブ レイ クに とって 『経験 の歌』は,語 り手の主観 的な リア リティを語 る
場 であ りなが ら,ブ レイ クの 「脱一状 態」 とい う預言的 なヴ ィジ ョンを客観 的 に表現す る場 で




本稿 の議論でわれわれが見 出 した 『経験 の歌』の特徴は次の とお りである。
・ 「経 験」世界 におけ るリア リテ ィの相対性
・ブレイクの想像力 による志 向性 と絶対性
・ 「虚 のヴィジ ョン」 と 「実 の ヴィジ ョン」 とい うヴィジ ョンの階層性
・ブレイクの 「ロール ・プレイング」 に よる重層的 な視点の曖昧性
・現実認識 の逆説性
一般的 に言 って,認 識論 における現実 とは夢や幻想 と対立的であ り,自 然的な存在 について言
えば,現 在 の知覚 と何 らかの連 関に基づ いている と認め られ た ものが現実的 と呼ばれている。
アリス トテ レス は可能態 に対 する現実態 の意味 で使い,可 能的 ・萠芽的な ものが発展 して事実
となって顕現 した状態の ことを現 実 と呼 んだ。 しか しヘ ラクレイ トス,フ ィヒテ,ヘ ーゲル,
ベ ルグ ソ ンな どの思想 的考 察で は,世 界 を実体 的静止 的 な存在 か らで はな く,常 に活動 ・生
成 ・過程 として説明 してい る。それ にしたが うな らば,静 止的 な事物 と考 えられる もの も永遠
の想 像的発展 の形 であ り,存 在 とは相対 的 に実体化 された生成 にす ぎない。 この 「生成 が存在
であ る」 という洞察 は,ブ レイクの 「状態」 とい う概念 に根拠 を与 えてい る。ゲシュ タル ト理
論 におい て,知 覚現象が 厂あ る力動的 な系の平衡状態」 とい う概念で説明 されている ことも考
おウ
えあわせれば,ブ レイクの 「状態」という存在の一形態は十分に哲学による理解の範囲内にあ
ると言えるだろう。一方,実体から関係 という経験的認識論のパラダイム ・チェンジは,皮 肉
にも,ブ レイクの言う 「存在」から 「状態」への堕落の過程である。つまり 『経験の歌』にお




の必然性こそ,人 間が抜けでることのできない 「経験」の世界だと感 じた。その円環的悪循環
は 「知覚の扉を清める」 という意味を真摯に受けとめることを要求 している。そこで現実の可
能性 という問題に直面することになる。
理想に対するものとしての現実は,理想実現への障害を含むと同時に,そ の実現の可能性を
含む素材,実 現の生起する場 としての意味をもっている。可能性 とは対象 ・現象 ・過程と言わ
れるものを含む,現 に存在するものごとがもつ客観的な発展の傾向を言い表わしていて,一定
の条件がそこに生 じるか,ま たは少な くとも発展 を妨げるような条件が存在 しないときには,
その可能性が実現 されて現実性に変わるものである。このような可能性 と現実性のカテゴリー
ゆ
は,客 観 世 界 の 弁 証 法 的 発 展 を 反 映 して い る 。 『無 垢 と 経 験 の 歌 』 は 「人 間 の 魂 の 二 つ の 相 反
す る状 態 」 と い う大 き な 弁 証 法 的 ユ ニ ッ ト を 形 成 して い る が,ブ レ イ ク の 視 点 シ ス テ ム は 『無
垢 の 歌 』 に お け る 「経 験 」 の 可 能 性,『 経 験 の 歌 』 に お け る 「無 垢 」 の 可 能 性 と い う,よ り小
さ な 弁 証 法 的 ユ ニ ッ トを 形 成 し て い る 。 そ の 構 造 は 二 項 対 立 が 進 歩 を 生 み だ す と い う ブ レ イ ク
の 弁 証 法 的 概 念 を実 現 させ る もの で あ る が,そ の 原 型 的 な モ デ ル は 「想 像 力 」 と 「理 性 」 の 弁
証 法 的 ユ ニ ッ ト で あ る 。 『自 然 宗 教 は な い 』 の 第 二 集(ThereisnoNaturalReligion[Second






ブ レイクが言うように,理性ではけっして得 られない認識の幅の広 さが,わ れわれの知覚の一一
つの特徴であるならば,経験は常に知覚に対する自己批判を喚起させる。ブレイクの弁証法的
モデルは,このようなダイナミックな磁場を生みだしているのである。コリン ・ウィルソンが
言 うように,想像力によるヴィジョンは,そ のもの自体 としては実は何の意味 もない。「問題
なのは,知覚する精神が ヴィジョン体験の意義 を把握 し,それを再び 『日常の経験』 と関連づ
ゆ
け る 能 力 な の で あ る 」 。 そ の 意 味 で,'ブ レ イ ク が 表 現 す る 「経 験 」 世 界 は け っ し て 絶 望 的 な 虚




























(16)土屋 氏 は ブ レ イ ク の 見 る 現 実 の 実 在 感 が 希 薄 で あ る と述 べ,ブ レ イ ク の 意 識(ヴ ィ ジ ョ ン)が 大 き
す ぎ て,も の が 空 間 的 存 在 を 損 な う と し て い る 。 土 屋 繁 子 著,『 ヴ ィ ジ ョ ン の ひ ず み 一 ブ レ イ ク
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